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すべての人に星空を 
―「病院がプラネタリウム」の実践

髙　橋　真理子 1・跡　部　浩　一 2

〈1, 2一般社団法人　星つむぎの村　〒409‒1502　山梨県北杜市大泉町谷戸 6587‒2〉
e-mail: 1, 2 info@hoshitsumugi.org

プラネタリウムは，天文学と社会をつなぐ強力なツールである．星つむぎの村は，本物の星空が
見られない人たちを含め，「すべての人に星空を」という想いで，移動プラネタリウムを行ってい
る．その実践から，プラネタリウムが人々の生きる力となった経験を紹介する．

1．は じ め に
プラネタリウムが誕生して100年，今や地上か
らの星空のみならず，現代の科学が教える宇宙観
を自由自在に映し出すことのできる時代になっ
た．デジタルでの表現が可能になると同時に，星
空を映し出す機械はプロジェクターとなり，ノー
トパソコン一台とプラネタリウムソフト，汎用プ
ロジェクター（と，いくつかのレンズ）があれ
ば，どこでもプラネタリウムができる．
星つむぎの村は，「星を見上げて人と人をつな
ぎ，ともに幸せをつくろう」をミッションに，出
張プラネタリウムや観望会，ワークショップなど
を行っているコミュニティである．共同代表の髙
橋は，1997年から16年間，山梨県立科学館のプ
ラネタリウムに携わってきたが，「本物の星空を
見られない人たちにこそプラネタリウムは意味が
あるのでは」という思いを持ち独立，自ら出向く
出張プラネタリウムを始めた．一方，髙橋と跡部
の山梨県立科学館在職時に発足した科学館のボラ
ンティアグループ「星の語り部」と，2007‒2008
年に実施した「星つむぎの歌」プロジェクトから
立ち上がった「星つむぎの村」が合流し，2017
年に一般社団法人「星つむぎの村」[1]となり，
出張プラネタリウムやその他の事業の主体となっ

た．共同代表のほかに，「村人」と呼ばれるボラ
ンティアメンバーおよそ200名とともに，さまざ
まな活動を行っている．
「すべての人に星空を」という想いで行ってい
る出張プラネタリウムやフライングプラネタリウ
ムによって，これまでおよそ1000ヵ所，およそ
11万人に，星空を届けてきた．本稿では，星空
を届ける意味，プラネタリウムが移動できるよう
になったからこそ実現したこと，それの持つ広い
可能性について探っていく．

2．人はなぜ星を見上げるのか
そもそも人はなぜ星を見上げるのだろうか？　

筆者（髙橋）は，子どものころは天文や星空に特
別な興味を持っておらずプラネタリウム体験も少
なかった．高校でオーロラとアラスカに惹かれ，
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大学と大学院は地球物理や宇宙理学を専攻した
が，「天文」の知識は乏しく，科学館に就職した
当初，プラネタリウムがいったい何を目的にすべ
きなのかよくわからなかった．「天文や宇宙に興
味・関心を持ってもらうため」「実際の星空を見
てもらうきっかけ」という言葉はよく聞くが，
「関心を持って星を見上げたら，その人がどうな
るのか」ということがわからなかったのである．
一方，科学館という場を選んだ自身の課題とし
て，科学と社会をつなぎたい，さまざまな分野を
つないで総合芸術のようなことをしたい，という
思いを持っていた．また，科学館として市民の参
加性を軸にするということを，1997年の開館当
初から意識していた．多くの出会いに恵まれ仕事
をする中で，「人はなぜ星を見上げるのか」のこ
たえは，それぞれの人々の中にある，と気づかさ
れたのである [2]．
星空は世界中どこでも，誰の上にも平等に広
がっている．その大いなる星空の下では，私たち
はみなとても小さい存在であり，同時に，共同体
である．誰もが一人では生きられない．そして，
誰もが自分以外を生きることができない．大地を
踏みしめ，星を仰ぐとき，宇宙と自分と地球とい
う「縦軸」を感じる．そして，同じ星空の下，私
たちはともに生きる仲間とつながる「横軸」を
持っている．この「縦軸」と「横軸」があれば，
人は幸せに生きていけるのではないだろうか？
「どんな場所にも，誰の上にも平等に広がる星
空．星を見上げるということは，この世界のどこ
かで同じ星を見上げている人を想像すること．星
を見上げるということは，となりの人のぬくもり
を知るということ．星を見上げるということは，
あらゆる境界線を乗り越えていくということ，そ
して，138億年の時間を自分の中に感じるという
ことかもしれませんね」と，プラネタリウムで語
ることがある．
つまり，すべての人にとって，星を見上げるこ
とは，生きていくのに必要不可欠なこと．そう

思ったとき，「本物の星が見られない人たちに，
星を届ける」ことは，筆者らにとっては自然な方
向性であった．「一緒に星を見上げる」ことは，
自分を生き，他者と生き，社会に生き，そして宇
宙内存在として生きることにつながるのだろう．
プラネタリウムに携わって26年ほど，星を介

して出会った人たち一人ひとりが，星を見上げる
意味を教えてくれたように思う．

3．「病院がプラネタリウム」
3.1　経緯と概要
ベッドから動けない人にプラネタリウムを見て
もらえたら，という思いは，2000年のころから
あったが，当時は漠然としたものだった．科学館
での「星の語り部」活動の中で，視覚障害者の
方々と知り合い，そもそも目が見えていてもその
ほとんどは見ることのできない宇宙では，あらゆ
る関係性がフラットになると気づかされた．彼ら
と活動を行う中で，京都大学の嶺重慎氏の呼びか
けではじまった「ユニバーサルデザイン（UD）
天文教育ワーキンググループ」にも関わるように
なり，研究会にいらした山梨大学附属病院小児科
の犬飼岳史氏に出会った．犬飼氏を研究会に誘っ
たのは，それに先駆けて同病院で講演をされてい
た林左絵子氏である．
「病院内でプラネタリウムやりませんか」の提
案に，犬飼氏は二つ返事でのってくれ，その1ヵ
月後の2007年8月に，院内学級でのプラネタリ

NICUでのプラネタリウム．
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ウムが実現した．そのときのプラネタリウムは，
家庭用プラネタリウムに傘ドームという大変シン
プルなものだったが，筆者らが病院で行ったはじ
めてのプラネタリウムだった．

2013年に髙橋が独立するタイミングで，武田薬
品工業株式会社が提供する「タケダ・ウェルビー
イングプログラム」（長期療養中の子どもたちの
ためのプログラム支援）の助成のおかげで，2014
年1月から「病院がプラネタリウム」プロジェク
トは開始した．その年は計15件の病院を訪ね，こ
の活動がライフワークになると確信するに十分な
経験であった．それまでまったく知らずにいた世
界を少しずつ知るようになった．生まれてすぐに
NICU（新生児集中治療室）に入り，その後何年
も，病院から一歩も外に出ることなく過ごしてき
た子どもたち，重心（重症心身障害）と呼ばれる
方たちが数百名共にすごす施設，難病を抱える子
どもたちの数が飛躍的に増えているという事実．
プラネタリウムを見た子どもや大人たちのほと
んどは，言葉や表情，全身で，星や宇宙を体験し
た喜びを見せてくれた．生まれてから一度も星を
見たことがない人たちも，誰もが満天の星空と深
淵な宇宙にひきこまれ，瞳を輝かせるのだ．
そのようにスタートした「病院がプラネタリウ
ム」は，病院や施設，当事者団体，支援学校向け
に，2014年の 15件から，25, 43, 53, 80, 100と
年間実施件数は年々増え，コロナ禍となり病院に
一切入れなくなった2020年でも，フライングプ

ラネタリウムという非接触の方法も含め80件，
2021年には150件とニーズが広がっている．
一方，星つむぎの村が行うプラネタリウムは，

必ずしも「病院がプラネタリウム」に限っておら
ず，それ以外の依頼も毎年同数程度あるが，今回
は「病院がプラネタリウム」にフォーカスして具
体的な活動内容を紹介する．
3.2　プラネタリウムの内容
星つむぎの村で使っているプラネタリウムのソ
フトは，（株）オリハルコンテクノロジーズが開発
したUNIVIEWで，広大な宇宙を自由自在に旅
できるスペースエンジン．感覚的に操作ができ，
見ている相手との対話を重視するインタラクティ
ブなツールである．標準的なものとしては，
25‒30分程度のプログラムで，以下のような流れ
を基本にしている．
その日の夕暮れから星空（最初は光害のある，
星が少ししか見えない空）．みんなでカウントダ
ウンしながらライトダウンし，満天の星空に歓声
をあげ，星座という想像力の世界に入っていく．
一人ひとりが必ず持っている誕生日星座（黄道
12星座）もすべて見せる．相手によっては，太
陽よりもはるかに重い星が最期を迎えるときに起
きる「超新星爆発」という現象は，私たちの体の
材料である元素をつくったという話をする．その
後，地球を離れ，誰もが地球に住んでいることを
伝え，惑星をいくつかめぐり，太陽系を俯瞰し，
視点を広げて，銀河系，銀河団，宇宙の大規模構
造へ．最後は壮大な音楽とともに地球に帰り，あ
らためて地上からの星空を眺めながら，今ここに
共に生きていることの幸せを共有しながら朝を迎
える．
語りも操作もライブで行っている．一家族や少
ない人数を相手にするときは子どもの誕生日の星
空を投影することもあり，短くという要望には
10分や15分で行うなど，相手の状況や環境にあ
わせて，臨機応変に実施できるのも，スペースエ
ンジンの強みである．

2007年，はじめての病院でのプラネタリウム．
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3.3　出張プラネタリウム
出張プラネタリウムは，ドームいっぱいに映像
を映しだせるプロジェクターやPC,エアドームな
どを持って，スタッフが出向いてライブ投影をす
る方法である．投影スタイルとしては①エアドー
ム，②天井投影がある．
①エアドームでの投影
常に空気を送りこむことで自立するドームで，

星空や宇宙の体験という点では，もっとも臨場感
のあるスタイルである．星つむぎの村では，直径
4 mと7 mのものを活用している．感染対策によ
り，定員はそれまでの半分で，4 mでは 10名，
7 mでは25名としている．車いすやバギー，ス
トレッチャーのままでも入ることが可能だが，
4 mドームには数台しか入ることができない．

7 mドームの前で．医療的ケア児家族と．

②天井投影
4 mドームでは入れる人数が限られ，7 mドー
ムは天井高4.3 ｍ以上ある部屋が必要なため，部
屋を遮光して行う天井投影も多く行っている．特
に，ほとんどの方がストレッチャーやバギーとい
う場所では，このスタイルが有効である．天井に
あるエアコンの吹き出し口や蛍光灯も，明るい映
像の場合は多少気になるが，星空や宇宙を映し出
し，集中して引き込まれるようになると，天井に
ある障害物はほとんど気にならなくなる．コロナ
禍前は，病院の個室やクリーンルーム，NICUな
ど，通常外部の人が入るのはかなり困難な場所で
も，実施していた．

療育棟における天井投影の様子．

出張プラネタリウムの実施スタッフは，プラネ
タリウム投影者に加え，複数人で機材設置の準備
や遮光作業，観覧者の誘導や安全確保と楽しいコ
ミュニケーションという役割を担っている．事故
を起こさないように，リスクマネジメントについ
てのワークショップを行い，搬入から搬出までの
タイムラインにそった危機管理をマニュアル化し
共有している．
3.4　フライングプラネタリウム

2016年，「余命宣告された一人の星好きの少年
のためにきてほしい」と言われ，急いで準備した
にも関わらず間に合わなかったという苦い経験が
あった．せめてあと3日早く予定していれば，と
会ったこともない少年を思いやるせなさに鉛のよ
うなものがのどにつまった．
同じころ，ハードやソフトのさまざまな側面で
ご一緒させてもらっているウィルシステムデザイ
ンの高尾徹氏と，実天の様子をリアルタイムで病
室にも届けられないかということを検討してい
た．その発想でいけば，今回のような急ぎのとき
にも自らが直接出向くことが難しい在宅療養中の
方がいるところにも，プラネタリウムが届けられ
ることに気づいたのである．これであれば，離れ
た人たち同士が，天井にうつしだされる「同じ星
空」を体験することもできる．実際の星空を見上
げるように，「みんなで一緒に」見ることができ
るのである．
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自宅へのフライングプラネタリウムではじめて
プラネタリウムを体験したしょうちゃん．

はじめてのフライングプラネタリウムを患者さ
ん向けに行ったのは2018年11月であった．2020
年1‒3月に本格的にはじめたころに，新型コロナ
感染症で世界が一気にかわり，星つむぎの村のプ
ラネタリウムのほとんどは出張からフライングプ
ラネタリウムにとって代わられた．

2021年は，10台のプロジェクターがフル稼働
しながら全国をめぐり，出張も含めて1年間で
150件の「病院がプラネタリウム」を行った．オ
ンラインでライブ投影をするスタイル，オンデマ
ンド動画として事前収録してそれを再生してもら
うスタイル，それぞれのメリットを活かしながら
先方の状況にあわせて実施している．
3.5　体験者のエピソード
「病院がプラネタリウム」をはじめて10年間，
実に多くの人々とその物語に出会ってきた．その
数々のエピソードは，星空や宇宙の存在がいった
い人々に何をもたらしうるのかを，代弁してくれ
るように思う [3].
「明日もくる？」「（地球をみて）私たちここに
住んでるんだね！」「めっちゃ元気がでた！」「一
生わすれられない思い出になりました」「生きて
いることは奇跡だなと思いました」など，言葉で
表現してくれる子どもたちもいるが，表情やしぐ
さ，ほんのわずかなサインでその喜びを伝える子
どもたちもたくさんいる．始まる前はまったく無
表情だった子が地球に帰ってくるときに見せた輝
かしいばかりの顔，それをみて号泣する母親の姿

は，忘れえない経験であった．ケアする人から
「こんな表情は初めて見ました」という感想は多
数である．
学校内では怒りの感情表現しかできなかった子
が，涙を流して「感動しました」と言い先生を驚
かせることもあった．同じように泣いて立ち上が
ることができずに，「感無量です」と一言つぶや
いた生徒にやはり先生が驚いていたこともある．
生まれてからずっと入院をしている子どもと母親
に誕生日の星空を見せたとき，「この子が生まれ
た日はNICUに入った日で，星空を見るなんてい
う考えはまったく浮かびませんでした．でも今
日，誕生日の星空を見せてもらい，この子が生ま
れてきた意味がやっとわかった気がします」とい
う感想もいただいた．
医療的ケア児の母親のコメントも紹介したい．

「24時間看護をして10年．睡眠時間が1, 2時間と
いう状態が続いたときは，一生懸命娘の命を守り
つつ，もうだれか私を殺してくれないかな限界！
と毎日思っていましたが，今日のこの素晴らしい
ものをあのとき見ていたら，夜は死と瀬戸際のい
やな時間ではなく，宇宙の中の美しい星空のもと
にいる，ずいぶん違った時間になったのではと思
います．暗い病院で一人吸引しつづけた日々が，
この宇宙の中のひとかけらだったのだと感動しま
した．人生で一番感動的なプラネタリウムでし
た．映像だけでなく，一言一言とても心に染み入
りました．何より娘がすごかった，楽しかったと
嬉しそうに手話で教えてくれました．娘に感動を
ありがとうございます」
個室でプラネタリウムを体験した8歳のさち

ちゃんは，「世界で一番最高！これで一年生きら
れる」とテレビカメラに向かって話してくれた．
その言葉通り，さちちゃんは1年と4ヵ月，友達
や家族に，自分らしく精一杯生きる姿を見せなが
ら，お星さまになった．取材がきっかけで知り合
い，その後「星の寺子屋」という，さまざまな子
どもたちとのオンラインでの学びと交流の場を通
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して，同年代の子どもたちに「生き抜く」姿を見
せてくれた．さちちゃんがお星さまになった2日
後，残された病棟の友達や家族にプラネタリウム
を見せてほしい，と病院スタッフに依頼され，フ
ライングプラネタリウムを行った．さちちゃんが
輝く星になってみんなを見守っているというこ
と，星を見上げれば，ずっと一緒だと感じられる
ことを語った．このときほど，自分自身が星に救
われたと思ったことはなかった．
3.6　プラネタリウムの次に
プラネタリウムを体験した人たちが，それを

きっかけにそれぞれのアクションを起こしている
エピソードも紹介する．プラネタリウムを見て感
じる，というところにとどまらない生きる力につ
ながっている例である．

3歳のひなたちゃんを小児がんで亡くした大和
夫妻は，亡くなる前に共にみた星空と，ひなた
ちゃんの素晴らしい生きざまに背中を押され，星
つむぎの村のプラネタリウムの解説を担ってい
る．「星って万能．どんなにつらい状況でも星が
見守ってくれる」と大和紀子さん．
前述のさちちゃんの母・晃子さんは，さちちゃ
ん亡きあと1ヵ月未満で，闘病仲間であるりち
ちゃん家族を連れ，星つむぎの村の拠点である
八ヶ岳まで来てくれた．さちちゃんとりちちゃん
の2人の願いは「山梨に星を見に行く」だったか
ら．りちちゃん家族が過ごす最後のかけがえのな
い時間であった．晃子さんは今，子どもホスピス
設立のために奔走中である．「子どもを亡くした
のに明るいね，とよく言われるけれど，それがで
きるのは，星つむぎの村があったから」と．
重心児のいる藤田一家は，プラネタリウム体験
後，「どうしても星が見たい」と，星つむぎの村
が八ヶ岳で行っていたイベントに決死の覚悟でで
かけ，「初の家族旅行」を果たした．

2022年は特に，「星の寺子屋」などオンライン
でつながっている子どもたちとその家族が，八ヶ
岳へ生まれて初めての遠出をし，生まれて初めて

本物の星空を見る体験をしている．
前述の藤田一家の優子さんの言葉が，何よりも

「一緒に星空を見る」ことの意味を伝えている．
「息子が生まれてからの3年間，息子を死なせ
ないよう必死に暮らしていました．我が家の在宅
医療や療育の体制はだいぶ整いましたが，ふと気
づいたら，私たち家族は，病院と療育以外，どこ
にも行くところがなくなっていました．
つまり「健常者の社会」から「障害者の社会」
へ家族ぐるみで引っ越しをしているんだというこ
とに気づき，愕然としました．体制が整えば整う
ほど，元にいた社会が遠くなり，支援されればさ
れるほど孤独になる，という中でどうしたらいい
のかわからなくなってしまいました．
そのころ，星つむぎの村のプラネタリウムと出
会いました．息子と寝転がって星を見ながら，涙
が止まりませんでした．
「すべての人に星空を」という言葉は私たち家
族がこの3年間で出会ったことのない，まったく
次元の違う支援の形でした．この言葉に，そして

生まれてはじめて本物の星空を見た結莉奈
ちゃん．星や宇宙が大好きな寝たきり少女．

 特集：プラネタリウム100周年（2）
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夜空の星たちに，私たち家族はもう一度自分の力
で社会につながっていきたいと思い，行動するエ
ネルギーをたくさんいただいています．
「一緒に星をみようよ」と言ってもらえたこと，
こんなに当たり前に，社会は一つだ，世界は一つ
だ，みんなこの星に生きているんだよ，と言って
もらえたこと，何にも代えがたい希望です」

4．ともに生きる社会をめざして 
―まとめにかえて

前述の藤田さんや他の難病児のいる家族の日常
を知るにつけ，特に日本は健常者と障害者を分け
る分離教育が進んでしまった事実を知るように
なった．加えて今は，感染症の蔓延，地球環境の
急激な変化，戦争など，生命を脅かされる出来事
に人々は直面している．不安に支配される社会
は，異質と感じられるものが排除され，人々が分
断された状況をつくり，弱い立場にある人たちが
さらに厳しい状況に追い込まれやすい．一方で多
様性が叫ばれる時代．「ともに生き，ともに学ぶ」
環境がなければ，多様性を学び，助け合う社会は
実現しない．
しかし，地上でどんな状況があろうとも，星空
は変わらずそこに存在し，私たちの頭上に広がっ
ている．しかも，それを美しいと感じる心を人々
は育んできた．星のように遠くにあるものを見上
げることで，私たちは遠くから自分たちを見つめ
なおす視点を得る．宇宙飛行士たちが語る宇宙か
らみた地球は国境がなく，はかないまでの薄い大
気に守られていることが実感できる．30数年前
に宇宙探査機ボイジャーが映したPale Blue Dot
は，点にも満たない小さな地球に，私たちの過去
も今も，あらゆる人生があることを教える．今ほ
ど，人々が星空を見上げる必要がある時代はない
のかもしれない．

IAU戦略計画2020‒2030 [4]には，天文学が持
続可能な社会のために果たすべき目標が掲げら
れ，そこには，「インクルーシブな発展」もうた

われている．「すべての人に」天文学が必要なの
である．
プラネタリウムは，天文学と社会をつなぐ，そ
して人々の心を動かす強力なツールである．どこ
にでも移動できるようになったプラネタリウム
は，多様な人たち同士が手をつなぐ，ともに生き
る社会のために貢献できるのではないだろうか．
近代的プラネタリウム誕生100周年を機に，仲間
たちと語り合える機会になればと願っている．
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Stars for Everyone-Practice of “Hospital is 
a Planetarium”
Mariko Takahashi1 and Koichi Atobe2

1, 2 Star Spinning Village, 6587‒2 Yato, Oizumi, 
Hokuto, Yamanashi 409‒1502, Japan

Abstract　Star Spinning Village provides outreach ac-
tivities to bring the starry skies to the people who can-
not see the real stars for reasons such as illness, handi-
caps or environment, those who are far away from 
information about stars and the universe. �e practic-
es and challenges of the project “Hospital is a Plane-
tarium” are shown.

星つむぎの村の村人たち．共に生きる小さな
社会となりたい．
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